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ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
生
み
の
親 

や
な
せ
た
か
し
さ
ん
が

作
詞
し
た
人
権
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ソ
ン
グ

人
権
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
ま
も
る
君
・
人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん
の
作
者
で

あ
る
や
な
せ
た
か
し
さ
ん
の
作
詞
・
作
曲
に
よ
る
人
権
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ソ
ン
グ
～

世
界
を
し
あ
わ
せ
に
～
で
す
。

① 光があふれる　この街で
 だれかが泣いている　助けをよんでいる
 ちいさな生命（いのち）でも
 見すてることは　できない　できない
 ☆

② あなたもわたしも　おんなじね
 だれでも生きている　あしたを　夢みてる
 だいじな生命（いのち）だよ
 いじめることは　いけない　いけない
 ☆

③ 悲しい涙が　こぼれても
 いつかは乾くのさ　みんなで助けあおう
 すべての生命（いのち）には
 生きる権利が　あるんだ　あるんだ
 ☆

①～③歌詞の最後に入ります

☆ 人権まもる　まもる君
 やさしいこころ　あゆみちゃん
 み・ん・なで　まもる　 手をとりあって
 世界をもっともっと　 しあわせにしよう

み
ん
な
で
築
こ
う  

人
権
の
世
紀

～
考
え
よ
う
相
手
の
気
持
ち
　
未
来
へ
つ
な
げ
よ
う
違
い
を
認
め
合
う
心
～

　
昭
和
23
年
12
月
10
日
は
、
国
連
で
「
世
界
人
権
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た
日
で
す
。

　
宣
言
に
は
、「
す
べ
て
の
人
間
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
自
由
で
あ
り
、
か
つ
、
尊
厳
と
権
利

と
に
つ
い
て
平
等
で
あ
る
」
と
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
年
は
、12
月
4
日
か
ら
10
日
を
「
第
70
回
人
権
週
間
」
と
定
め
、17
の
強
調
事
項
を
掲
げ
、

啓
発
活
動
を
展
開
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、「
思
い
や
り
の
心
」 「
か
け
が
い
の
な
い
命
」
な
ど

人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
み
な
さ
ん
の
毎
日
の
生
活
の
中
で
、差
別
、虐
待
、い
じ
め
な
ど
「
こ
れ
は
人
権
問
題
か
な
？
」

と
感
じ
た
ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
人
権
擁
護
委
員
や
法
務
局
職
員
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

宮
崎
小
学
校
で
人
権
教
室

　

人
権
教
室
は
、
い
じ
め
な
ど
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
作
る
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
が
相
手
を
思
い
や
る
心
を
体
得
し
、
命
の
大
切
さ
に
気
づ
く

こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
た
啓
発
活
動
で
す
。

　
11
月
1
日
、
宮
崎
小
学
校
で
は
1
・
2
年
生
の
児
童
が
、
人
権
擁
護
委
員

に
よ
る
紙
芝
居「
ず
っ
と
と
も
だ
ち
で
い
た
い
か
ら
」、絵
本「
は
な
さ
き
山
」

を
鑑
賞
し
、
人
権
擁
護
委
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
よ
り
相
手
を
思
い
や

る
心
な
ど
人
権
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
人
権
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
「
世
界
を
し
あ
わ
せ
に
」
を
み
ん
な
で

人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん
と
、
元
気
よ
く
合
唱
し
ま
し
た
。

※
人
権
擁
護
委
員
は
、
年
間
を
通
じ
て
学
校
で
の
人
権
教
室
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
に
人
権
啓
発

を
行
っ
て
い
ま
す
。

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
　
12
月
10
日
～
16
日

　
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
つ
い
て
、
国
民
の
認
識
を
さ
ら
に
深
め
る
と
と
も
に
、
国
際
社

会
と
連
携
し
つ
つ
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
の
実
態
を
解
明
し
、
そ
の
抑
止
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
平
成
18
年
6
月
に
「
拉
致
問
題
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
に
関

す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
毎
年
12
月
10
日
か
ら
16
日

ま
で
を
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」
と
定
め

ま
し
た
。

　
拉
致
問
題
は
、
わ
が
国
の
国
民
的
課
題
で
あ
り
、
こ

の
解
決
を
始
め
と
す
る
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵

害
問
題
へ
の
対
処
が
、
国
際
社
会
を
挙
げ
て
取
り
組
む

べ
き
課
題
と
さ
れ
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
関
心
と
認

識
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
れ
を
機
会
に
、

こ
の
問
題
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

人権擁護委員から
児童へのメッセージ

●  周りの人が困っていたり、 悲しい顔
をしていたら 「どうしたの？」 と優し
い言葉をかけてください。

●  「ありがとう」 と言われるとうれしい
気持ちになるから親切にされたら
「ありがとう」 と素直に言える人に
なってくださいね。

《
特
別
賞  

福
井
新
聞
社
長
賞
》

　
常
磐
小
学
校
5
年

　
　
　

藤
野  

柊
太
朗 

さ
ん

《
特
別
賞  

Ｎ
Ｈ
Ｋ
福
井
放
送
局
長
賞
》

　
朝
日
小
学
校
5
年

　
　
　

高
野  

弘
大 

さ
ん

《
優
秀
賞
》

　
織
田
小
学
校
5
年

　
　
　

田
中  

鈴
乃 

さ
ん

第
22
回
小
学
生
人
権
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者

12
月
7
日
㈮
ま
で
、作
文
・

ポ
ス
タ
ー
を
越
前
町
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
で
展
示
し

て
い
ま
す
。

宮崎小学校では、

人権に関する図書をおくなど、

人権コーナーを設けて啓発

活動に力をいれています。

世
界
人
権
宣
言
70
周
年

人KENまもる君 人KENあゆみちゃん

世界をしあわせに
人権イメージキャラクターソング 人権教室で

子どもたちと一緒
に歌っています。
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こ
の
度
、
文
部
科
学
省
中
央
合
同
庁
舎
で
、

平
成
30
年
度
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
表
彰
が
行

わ
れ
、
春
木
誠
一
さ
ん（
内
郡
）が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
賞
は
、
地
域
又
は
職
域
に
お
け

る
ス
ポ
ー
ツ
の
健
全
な
普
及
と
発
展
に
貢
献

し
、
地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
顕
著

な
成
果
を
上
げ
た
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
に
贈
ら
れ

る
も
の
で
す
。 

　
春
木
さ
ん
は
県
ホ
ッ
ケ
ー
協
会
副
会
長
と
し

て
、
長
年
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
振
興
に
尽
力
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
表
彰
受
賞　
春
木
誠
一
さ
ん

　
10
月
16
日
、
町
営
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
第
13
回
越
前
町
議
会
議
長
杯
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
町
内
か
ら
１
２
６
人
（
男
子
81
人
・
女
子
45
人
）
が
参
加
し
、

白
熱
し
た
試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】

　
男
　
子

　
　
優　
勝　
芳
野　
正
義
（
宮
崎
）　

　
　
準
優
勝　
鈴
木　
文
夫
（
織
田
）

　
　
3　
位　
木
下　
賢
一
（
朝
日
）

　
　
4　
位　
宮
下　
薫
男
（
越
前
）

　
　
5　
位　
坂
下　
豎
男
（
宮
崎
）

　
女
　
子

　
　
優　
勝　
春
木　
久
子
（
朝
日
）

　
　
準
優
勝　
水
島
ト
シ
子
（
織
田
）

　
　
3　
位　
山
内　
節
子
（
宮
崎
）

　
　
4　
位　
川
上　
光
枝
（
越
前
）

　
　
5　
位　
荒
木　
桂
子
（
朝
日
）

第
13
回
越
前
町
議
会
議
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

　
10
月
11
日
・
12
日
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
第
19
回
越
前
海
岸
荒
磯
シ
ル
バ
ー

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
か
れ
、
県
内
外
か
ら

30
チ
ー
ム
、総
勢
１
６
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
選
手
た
ち
は
日
頃
の
練
習
成
果
を
存
分
に
発

揮
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

大
会
結
果

　
優　
勝　
美
浜
フ
ァ
ミ
リ
ー
（
美
浜
町
）

　
準
優
勝　
大
阪
若
竹
会
（
大
阪
府
吹
田
市
）

　
第
3
位　
鯖
江
Ｂ
（
鯖
江
市
）

　
第
4
位　
サ
ザ
波
（
滋
賀
県
長
浜
市
）

　
第
5
位　
か
が
や
き
（
石
川
県
小
松
市
）

第
19
回
越
前
海
岸
荒あ

り

そ磯
シ
ル
バ
ー
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

▲優勝した美浜ファミリーのみなさん▲新しい越前がにのタグ（左はズワイガニ用、右はセイコガニ用）

▲岩﨑吏生さん

▲入賞した越前少年剣道クラブスポーツ少年団のみなさん▲高山太伽さん（左）、赤星心晴さん（中央）、内藤萌日さん（右）

　

Ａ
Ｗ‒

１
ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
（
越
前
市
）

で
第
47
回
福
井
県
少
年
少
女
剣
道
錬
成
武
生
大

会
が
開
か
れ
、
団
体
戦
36
チ
ー
ム
、
個
人
戦

２
０
７
名
が
参
加
し
、
町
内
の
剣
道
ク
ラ
ブ

で
活
動
す
る
選
手
た
ち
が
輝
か
し
い
成
績
を
収

め
ま
し
た
。

大
会
結
果

　
団
体
戦
　
男
子
の
部

　
　
第
3
位　
越
前
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
先
鋒　
矢
田
部　
晄
（
織
田
小
5
年
）

　
　
　
次
鋒　
山
本　
優
心
（
城
崎
小
3
年
）

　
　
　
中
堅　
岩
﨑　
成
生
（
城
崎
小
6
年
）

　
　
　
副
将　
森
下　
和
大
（
四
ヶ
浦
小
5
年
）

　
　
　
大
将　
山
本　
天
晴
（
城
崎
小
6
年
）

　
個
人
戦
　

　
　
優　
勝　
赤
星　
心
晴
（
朝
日
小
4
年
）

　
　
準
優
勝　
内
藤　
萌
日
（
朝
日
小
4
年
）

　
　
第
3
位　
岩
﨑　
吏
生
（
城
崎
小
3
年
）

　
　
第
3
位　
高
山　
太
伽
（
朝
日
小
5
年
）

第
47
回
福
井
県
少
年
少
女
剣
道
錬
成
武
生
大
会

　
国
が
地
域
の
農
林
水
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
を
守

る
地
理
的
表
示
（
Ｇ
Ｉ
）
保
護
制
度
に
「
越
前

が
に
」
が
カ
ニ
と
し
て
は
全
国
で
初
め
て
登
録

さ
れ
ま
し
た
。

　
地
理
的
表
示
保
護
制
度
は
平
成
27
年
度
か
ら

始
ま
り
、
地
域
の
伝
統
的
な
生
産
方
法
や
風
土

で
つ
ち
か
わ
れ
、
高
い
品
質
や
評
価
を
受
け
て

い
る
農
林
水
産
物
な
ど
を
知
的
財
産
と
し
て
登

録
し
、
保
護
す
る
制
度
で
、
ブ
ラ
ン
ド
の
差
別

化
が
図
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
行
政
が
不
正

使
用
を
取
り
締
ま
る
た
め
、
模
造
品
の
排
除
が

見
込
ま
れ
ま
す
。

　
こ
れ
を
機
に
、「
越
前
が
に
」
に
付
け
ら
れ
る

黄
色
い
タ
グ
は
一
新
さ
れ
ま
し
た
。
町
漁
協
職

員
は
、
カ
ニ
の
最
高
級
ブ
ラ
ン
ド
の
「
極
」
と

合
わ
せ
て
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
産
地

「
越
前
が
に
」
が
地
理
的
表
示
（
Ｇ
Ｉ
）
保
護
制
度
に
登
録
さ
れ
ま
し
た

と
し
て
の
責
任
と
誇
り
の
醸
成
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
力
強
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

問
合
せ
先　
農
林
水
産
課　
☎
３
４‒

８
７
０
４

　
11
月
10
日
・
11
日
、
町
営
朝
日
総
合
運
動
場

お
よ
び
県
立
ホ
ッ
ケ
ー
場
で
、
第
19
回
全
日
本

都
道
府
県
対
抗
11
人
制
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

が
開
か
れ
、
全
国
か
ら
男
子
23
チ
ー
ム
、
女
子

18
チ
ー
ム
、
約
８
０
０
人
の
選
手
が
参
加
し
、

公
式
戦
と
交
流
戦
を
行
い
ま
し
た
。　

　
福
井
県
男
子
チ
ー
ム
は
初
戦
か
ら
確
実
に
勝

ち
上
が
り
、
準
決
勝
は
強
豪
の
滋
賀
県
と
対

戦
、
先
制
点
を
許
す
も
後
半
に
得
点
を
重
ね
、

2
対
1
で
勝
利
し
ま
し
た
。

　
決
勝
は
、
過
去
4
度
の
優
勝
経
験
が
あ
る
岩

手
県
と
対
戦
し
ま
し
た
。
試
合
開
始
か
ら
一
進

一
退
の
攻
防
が
続
き
、
前
後
半
で
両
者
と
も
得

点
を
許
さ
な
い
展
開
と
な
り
、
Ｓ
Ｏ
戦
で
の
勝

負
と
な
り
ま
し
た
。

　

先
攻
の
福
井
県
が
鮮
や
か
に
ゴ
ー
ル
を
決

め
、
岩
手
県
の
シ
ュ
ー
ト
を
Ｇ
Ｋ
が
見
事
に
防

ぎ
、
結
果
3‒

0
で
福
井
県
男
子
が
4
年
ぶ

り
、
3
回
目
の
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　
福
井
県
女
子
チ
ー
ム
は
、
1
回
戦
で
京
都
府

と
対
戦
、
0
対
0
で
終
了
し
、
Ｓ
Ｏ
戦
と
な
り

ま
し
た
が
、2
対
3
で
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】

　
男
子
の
部

　
　
1
回
戦　
福
井
県　
4‒

0　
宮
城
県

　
　
2
回
戦　
福
井
県　
4‒

0　
岐
阜
県

　
　
準
々
決
勝　
福
井
県　
2‒

0　
新
潟
県

　
　
準
決
勝　
福
井
県　
2‒

1　
滋
賀
県

　
　
決　
　
勝　
福
井
県　
0‒

0　
岩
手
県

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ
Ｏ　
3‒

0

　
　
優　
　
勝　
福
井
県（
4
年
ぶ
り
3
回
目
）

　
女
子
の
部

　
　
1
回
戦　
福
井
県　
0‒

0　
京
都
府

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ
Ｏ　
2‒

3

第
19
回
全
日
本
中
学
生
都
道
府
県
対
抗
11
人
制
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

▲優勝が決まった瞬間の様子▲優勝した福井県男子チームのみなさん　（公益社団法人日本ホッケー協会提供）

えちぜんまちの話題をお届けします T o p i c s
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11
月
3
日
〜
6
日
ま
で
、
富
山
県
で
第
31
回

全
国
健
康
福
祉
祭
と
や
ま
大
会
（
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
富
山
２
０
１
８
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
越
前
町
か
ら
県
代
表
と
し
て
1
種
目
2
人
が

出
場
し
、
全
国
の
選
手
と
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

【
出
場
選
手
】

　
弓
道　
森
下　
重
美

　
　
　
　
位
寄　
裕
之

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
富
山
２
０
１
８
」
に
出
場

　
南
越
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
で
は
、
税

知
識
を
普
及
す
る
た
め
の
租
税
教
育
の
一
環
と

し
て
、
税
に
つ
い
て
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
本
年
度
も
武
生
税
務
署
管
内
の
17
の
中
学

校
か
ら
作
文
８
５
０
編
、
28
の
小
学
校
か
ら

ポ
ス
タ
ー
３
９
３
点
の
応
募
が
あ
り
、
作
文

の
部
で
は
、佐
々
木
め
い
さ
ん
（
越
前
中
3
年
）

が
武
生
税
務
署
長
賞
、
ポ
ス
タ
ー
の
部
で
は
牧

田
莉
央
さ
ん
（
朝
日
小
6
年
）
が
福
井
県
税
事

務
所
長
賞
を
受
賞
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、
次
の

み
な
さ
ん
が
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
優
秀
作
品
は
12
月
17
日
か
ら
25
日
ま

で
の
間
、
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
1
階

ホ
ー
ル
に
展
示
し
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ

さ
い
。

作
文
の
部

　
武
生
税
務
署
長
賞

　
　
佐
々
木　
め
い 

さ
ん
（
越
前
中
3
年
）

ポ
ス
タ
ー
の
部

　
福
井
県
税
事
務
所
長
賞

　
　
牧
田　
莉
央 

さ
ん
（
朝
日
小
6
年
）

「
税
に
つ
い
て
の
作
品
」
入
賞
者
発
表

　
北
陸
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
長
賞

　
　
田
中　
和
夏 

さ
ん
（
朝
日
小
6
年
）

　
南
越
税
務
連
絡
協
議
会
長
賞

　
　
田
島　
楓
可 

さ
ん
（
朝
日
小
6
年
）

　
北
陸
税
理
士
会
武
生
支
部
長
賞

　
　
恵
美　
秋
佑 

さ
ん
（
萩
野
小
5
年
）

　
武
生
間
税
会
長
賞

　
　
田
中　
知
夏 

さ
ん
（
朝
日
小
6
年
）

▲ひとり歩き模擬訓練の様子 ▲講演の様子

　
11
月
8
日
と
11
日
に
、
越
前
町
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
認
知
症
の
正
し
い
知
識
と
早
期
発
見

と
予
防
、
認
知
症
の
人
へ
の
対
応
方
法
を
学
ぶ

講
座
を
町
内
で
初
め
て
開
き
ま
し
た
。

　
講
師
は
、
看
護
師
で
認
知
症
ケ
ア
上
級
専
門

士
の
松
村
菜
穂
美
さ
ん
を
招
き
、
1
日
目
は
介

護
予
防
・
認
知
症
予
防
と
高
齢
者
の
運
転
に
つ

い
て
の
講
演
、
2
日
目
に
は
「
ひ
と
り
歩
き
模

擬
訓
練
」
で
認
知
症
モ
デ
ル
役
へ
の
声
か
け
を

行
い
、
接
し
方
の
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
講
演
会
に
参
加
し
た
み
な
さ
ん
は
、
運
動
能

力
や
判
断
能
力
の
低
下
を
自
覚
す
る
機
会
と
な

り
、
介
護
予
防
や
認
知
症
予
防
に
取
り
組
む
重

要
性
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
「
ひ
と
り
歩
き
模
擬
訓
練
」
で
は
、
道

に
迷
っ
た
高
齢
者
が
駄
々
を
こ
ね
た
り
、
こ
ち

ら
の
話
を
聞
い
て
く
れ
な
か
っ
た
り
悪
戦
苦
闘

す
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
実
際
に
声
か
け

訓
練
に
参
加
し
た
人
も
、
初
め
て
の
体
験
で
、

声
を
か
け
る
き
っ
か
け
が
な
か
な
か
掴
め
ず
、

応
対
に
右
往
左
往
す
る
場
面
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
に
な
る
２
０
２
５

年
に
は
、
高
齢
者
の
5
人
に
1
人
が
認
知
症
の

時
代
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。「
認
知
症

に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
み
ん
な
に

優
し
い
越
前
町
」
を
目
指
し
て
、
今
後
も
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

認
知
症
講
座
in
あ
さ
ひ
を
開
催
し
ま
し
た

　
11
月
8
日
、
あ
さ
が
お
保
育
園
年
長
組
と
年

中
組
の
園
児
30
人
が
、
自
分
た
ち
で
収
穫
し
た

田
ん
ぼ
の
お
米
で
餅
つ
き
を
体
験
し
ま
し
た
。

青
空
の
下
、「
よ
い
し
ょ
！
が
ん
ば
れ
！
」と
声

を
掛
け
合
い
な
が
ら
、
一
生
懸
命
に
お
餅
を
つ

き
ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
、
つ
き
た
て
の
お
餅

に
き
な
粉
を
ま
ぶ
し
、
口
い
っ
ぱ
い
に
頬
張
り

笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
お
餅
を
食
べ
た
後
は
、
お
世
話
に
な
っ
た
福

井
精
米
㈱
の
み
な
さ
ん
と
田
ん
ぼ
の
持
ち
主
の

来
田
建
治
さ
ん
に
手
作
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡

し
、
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。

あ
さ
が
お
保
育
園　
餅
つ
き
体
験

　
10
月
21
日
、
朝
日
体
育
館
で
越
前
町
子
ど
も

ま
つ
り
が
開
か
れ
、
親
子
約
２
０
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
壁
新
聞
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
７

つ
の
地
区
が
表
彰
を
受
け
た
後
、
キ
ッ
キ
ン
グ

ス
ト
ラ
イ
カ
ー
、
輪
投
げ
、
バ
ル
ー
ン
投
げ
な

ど
の
ゲ
ー
ム
で
遊
び
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
朝
日
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

チ
ー
ム
か
ら
指
導
を
受
け
て
、
ホ
ッ
ケ
ー
を
楽

し
み
、
昼
食
で
は
、
手
作
り
の
牛
丼
や
味
噌
汁

が
ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
越
前
町
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ

ブ
の
中
学
生
が
受
付
や
司
会
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
担
当
し
、
会
場
を
盛
り
上
げ
て
く
れ

ま
し
た
。

越
前
町
子
ど
も
ま
つ
り

▲スマートボールに挑戦！いっぱい入るかな？

　
宮
崎
中
学
校
の
3
年
生
が
地
域
と
つ
な
が
る

総
合
的
学
習
の
時
間
に
越
前
焼
の
動
画
を
作
成

し
ま
し
た
。
タ
イ
ト
ル
は「
見
よ
っ
さ・行
こ
っ

さ
・
作
ろ
っ
さ
越
前
陶
芸　

ｉ
ｎ　
Ｆ
ｕ
ｋ
ｕ

ｉ
」
で
す
。
越
前
焼
を
世
界
中
に
広
め
る
た
め

に
英
語
の
字
幕
付
き
で
作
成
し
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
配
信
し
て
い
ま
す
。
内
容
は
越
前
焼

の
歴
史
や
越
前
焼
作
家
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
宮

崎
中
学
校
陶
芸
部
の
紹
介
で
す
。

　

こ
の
動
画
は
、
多
く
の
人
に
見
て
い
た
だ

き
、
越
前
焼
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら
い
、
後
世

へ
の
伝
承
を
目
的
に
作
成
し
た
も
の
で
、
生
徒

た
ち
は
、
陶
芸
家
さ
ん
た
ち
の
今
後
の
活
動
を

こ
れ
か
ら
も
応
援
し
て
い
き
た
い
と
力
強
く

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

宮
崎
中
学
校
3
年
生
が
越
前
焼
の
動
画
を
作
成
し
ま
し
た

▲森下重美さん（左）、位寄裕之さん（右）

えちぜんまちの話題をお届けします T o p i c s
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年末年始のごみ収集日程のお知らせ

朝　日　地　区
平成30年12月 平成31年1月

24
㈪

25
㈫

26
㈬

27
㈭

28
㈮

29
㈯

30
㈰

31
㈪

1
㈫

2
㈬

3
㈭

4
㈮

5
㈯

6
㈰

7
㈪

8
㈫

9
㈬

Ａ
地
区

可 燃 ご み ○ ○ ○ ○
不燃ごみ・空き缶・空き瓶・
乾 電 池 類・ ス プ レ ー 缶 ○ ○

ペットボトル・紙パック・蛍光灯 ○

プラスチック製容器包装 ○

西田中・東内郡・内郡・朝日・上川去・春日・岩開・佐々生・宇田・気比庄・新庄・馬場・田中・田中団地・市・乙坂・栃川・宮の西団地・天王・
宝泉寺・金谷・青野・青野団地・茱原・小倉・小倉団地・葛野・野田・下糸生・脇・上糸生

朝　日　地　区
平成30年12月 平成31年1月

24
㈪

25
㈫

26
㈬

27
㈭

28
㈮

29
㈯

30
㈰

31
㈪

1
㈫

2
㈬

3
㈭

4
㈮

5
㈯

6
㈰

7
㈪

8
㈫

9
㈬

Ｂ
地
区

可 燃 ご み ○ ○ ○ ○
不燃ごみ・空き缶・空き瓶・
乾 電 池 類・ ス プ レ ー 缶 ○

ペットボトル・紙パック・蛍光灯 ○

プラスチック製容器包装 ○

町営朝日団地・漆本・頭谷・境野・横山・牛越・野末・大畑・上野田団地・大谷寺・中野・大玉・清水・森・杖立・小川・真木・天谷

＊朝日地区の可燃ごみ最終収集日は、12月27日（木）です。年始は、1月4日（金）から収集します。
＊不燃ごみは、Ａ地区、Ｂ地区ともに1月9日（水）から収集します。
＊プラスチック製容器包装は、1月8日（火）に収集します。

織　田　地　区
平成30年12月 平成31年1月

24
㈪

25
㈫

26
㈬

27
㈭

28
㈮

29
㈯

30
㈰

31
㈪

1
㈫

2
㈬

3
㈭

4
㈮

5
㈯

6
㈰

7
㈪

8
㈫

9
㈬

Ａ
地
区

可 燃 ご み ○ ○ ○ ○

不燃ごみ・空き缶・空き瓶・
ペットボトル・紙パック・
乾 電 池 類・ ス プ レ ー 缶

○

プラスチック製容器包装 ○ ○

Ｂ
地
区

可 燃 ご み ○ ○ ○ ○

不燃ごみ・空き缶・空き瓶・
ペットボトル・紙パック・
乾 電 池 類・ ス プ レ ー 缶

○

プラスチック製容器包装 ○ ○

＊織田A地区の可燃ごみ最終収集日は、12月27日（木）です。年始は、1月4日（金）から収集します。
＊織田B地区の可燃ごみ最終収集日は、12月28日（金）です。年始は、1月4日（金）から収集します。

自 己 搬 入 の 場 合
鯖江クリーンセンター　☎51–2310
年末特別搬入	 12月29日（土）　午前8時30分～午後5時
	 12月30日（日）　午前8時30分～ 11時30分まで受入れます。
※年始は、1月4日（金）から通常営業します。

し尿収集の申し込み
㈲ニュークリーン公社　☎34–5512
12月21日（金）までに申し込みがあれば、年内に収集します。
※年始は、1月4日（金）から通常営業します。

問合せ先　住民環境課　☎34‒8708

○印（収集日）

※ごみカレンダーは、町ホームページにも掲載しています。

※宮崎地区・越前地区は、各世帯に配布しているごみカレンダーをご覧ください。

　
町
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
を

推
進
す
る
た
め
、
朝
日
・
宮
崎
・
織
田
地
区
で

も
平
成
31
年
1
月
か
ら
月
1
回
、
資
源
ご
み

（
新
聞
紙
・
雑
誌
類
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
・
繊
維
類
）

の
収
集
を
始
め
ま
す
。

　
収
集
し
た
新
聞
紙
、
雑
誌
類
、
ダ
ン
ボ
ー
ル

は
再
生
紙
へ
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
、
繊
維
類
は
再

利
用
さ
れ
ま
す
。

収
集
日

　
●
朝
日
地
区
…
毎
月
第
3
金
曜
日

（
4
月
、
5
月
、
7
月
、
8
月
は
小
中
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
資
源
回
収
が
あ
る
た
め
収
集

し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

　
●
宮
崎
地
区
…
毎
月
第
3
金
曜
日

　
●
織
田
地
区
…
毎
月
第
4
水
曜
日

収
集
場
所

　
●
各
集
落
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

出
し
方

　
●
新
聞
紙

紙
ひ
も
な
ど
で
縛
っ
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。チ
ラ
シ
は
雑
誌
類
と
し
て
く
だ
さ
い
。

　
●
雑
誌
類

紙
ひ
も
な
ど
で
縛
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
●
ダ
ン
ボ
ー
ル

平
た
く
伸
ば
し
紙
ひ
も
な
ど
で
縛
っ
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
●
繊
維
類

衣
類
・
布
類
だ
け
を
ま
と
め
て
紙
ひ
も
な
ど

で
縛
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ふ
と
ん
や

毛
布
は
粗
大
ご
み
で
出
す
か
鯖
江
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
へ
自
己
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

資
源
ご
み
の
収
集
が
始
ま
り
ま
す
（
朝
日
・
宮
崎
・
織
田
地
区
）

※
雨
で
資
源
ご
み
が
濡
れ
る
場
合
は
、
ビ
ニ
ー

ル
袋
に
入
れ
る
か
、
次
回
収
集
日
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
が
行
う
資
源
回
収
に

も
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
住
民
環
境
課　
☎
３
４‒

８
７
０
８

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
法
や
地
方
税

法
上
、
健
康
保
険
や
厚
生
年
金
な
ど
の
社
会
保

険
料
を
納
付
し
た
場
合
と
同
様
に
、
社
会
保
険

料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら
控
除

さ
れ
、
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
今
年
の
1
月
か

ら
12
月
中
に
納
め
た
保
険
料
全
額
で
す
。
過
去

の
年
度
分
や
追
納
し
た
保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で
は
な
く
、

配
偶
者
や
お
子
さ
ん
な
ど
の
国
民
年
金
保
険
料

を
支
払
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
保
険
料
も
合
わ

せ
て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
控
除
を

受
け
る
た
め
に
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
を

行
う
と
き
に
、領
収
証
書
な
ど
保
険
料
を
支
払
っ

た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

　
こ
の
た
め
、
1
月
か
ら
9
月
ま
で
に
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
人
に
は
、
11
月
上
旬

に
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
を
送
付
し
て
い

ま
す
の
で
、
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明

書
ま
た
は
領
収
証
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

（
10
月
か
ら
12
月
ま
で
の
間
に
、
今
年
は
じ
め

て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら
れ
た
人
へ
は
、

翌
年
の
2
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。）

　
税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年
金
は
、
老
後

は
も
ち
ろ
ん
不
慮
の
事
故
な
ど
万
一
の
と
き
に

も
心
強
い
味
方
と
な
る
制
度
で
す
の
で
、
保
険

料
の
納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先

　
武
生
年
金
事
務
所　
☎
２
３‒

１
１
２
６

　
平
成
31
・
32
年
度
に
町
が
発
注
す
る
建
設
工

事
な
ど
に
関
す
る
入
札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
が
必

要
で
す
。

受
付
期
間

　
平
成
31
年
1
月
7
日
㈪
〜
2
月
28
日
㈭

対
象
業
種

建
設
工
事
、
測
量・コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
、

物
品
購
入
等
、
小
規
模
修
繕
等

提
出
書
類

①
指
定
様
式
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
印
刷

し
た
も
の

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
お
知
ら
せ

②
①
の
う
ち
、
業
者
カ
ー
ド
の
電
子
デ
ー
タ

　
（
媒
体
は
Ｃ
Ｄ‒

Ｒ
に
限
る
）

③
そ
の
他
、
添
付
が
求
め
ら
れ
て
い
る
書
類

※
指
定
様
式
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

※
様
式
は
一
部
改
正
が
あ
る
の
で
、
最
新
の

も
の
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法

　
持
参
ま
た
は
郵
送

　
（
郵
送
の
場
合
、
当
日
消
印
有
効
）

資
格
適
用
期
間

　
平
成
31
年
5
月
1
日
〜
平
成
33
年
4
月
30
日

問
合
せ
先　
監
理
課　
☎
３
４‒

８
７
１
９
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冬への備えは万全ですか？ 12月1日から7日までは、「雪に備える週間」です。
冬を迎えるにあたってのルールやマナーを守り、安全・安心な冬を過ごしましょう。

※今月号折込のチラシも
　あわせてご覧ください。

これから寒くなるにつれて、凍結により水が出なくなったり、
水道メーターや水道管が破損するおそれがありますので、次のことに注意しましょう。

冬季の上下水道料金について
　冬季は積雪のため、水道メーターの検針ができない場合があります。検針ができなかった月の上下水道料金は、
最後に検針できた月の9割を概算で請求し、その後検針できた月で精算します。
　また、概算請求の場合は検針のおしらせ票が発行されません。料金は、口座振替の人は記帳で、現金払の人は納
付書でご確認ください。

◦車のタイヤは、冬用のものに必ず交換しましょ
う。交換前には、タイヤの摩耗の度合いも確認
しましょう。

◦耐寒用品などを含めた非常持ち出し品を準備し
ておきましょう。

◦路上駐車は除雪作業を妨げるだけでなく、緊急
車両の通行の妨げにもなるため、絶対にしない
でください。

◦町道沿いの木や竹が折れたり、雪の重さで垂れ
下がり、道をふさいで通行
ができないことがあります。
土地の所有者は、冬に備え
てあらかじめ剪定や伐採を
お願いします。

・蛇口や水道メーターの周りに保温材や布を巻い
て保温する。

・水道メーターの周りを除雪する。

・凍結した部分に布をかぶせ、その上からゆっく
りとぬるま湯をかけて溶かす。

※熱湯を直接かけると破損するおそれがあります
のでご注意ください。

・凍結防止のために水を出しっぱなしにしない。

・融雪のために水道水を使用しない。

・冬季に使用しない小屋や空き家など、蛇口の閉
め忘れや水道管の破裂がないか点検する。

・水道メーターボックス内の止水栓を閉めて水を
止める。

※破裂した部分に布やテープを巻くなどの応急処
置をしてから、上下水道課と給水装置指定工事
店へご連絡ください。

・寒い屋外で雪かきをするときは、健康管理に十
分注意しましょう。

・降積雪時は、マイカーの利用をなるべく控え、
公共交通機関を利用しましょう。

・道路への雪の投げ捨ては、止めましょう。

・小型除雪機による事故や屋根の雪下ろしによる
転落などには十分注意しましょう。

・生活道路や歩道、バス停、消火栓、防火水槽、
用水路付近も地域ぐるみで雪かきをしましょう。

問合せ先　建設課　☎34‒8703

問合せ先　上下水道課　☎34‒8707

雪対策で快適な冬を

　冬季の水道使用の注意点

冬の準備はお済みですか？

雪が降るまでに

凍結防止のために

凍結により水が出ないときは

水不足防止のために

水道管が破裂したときは

雪が降ったら

天王川河川改修に伴う車両通行止のお知らせ
天王川の河川改修に伴い「天神橋」のかけかえ工事を行うため車両通行止を実施いたします。
通行止の期間は、平成31年1月中旬 から 平成34年1月まで	を予定しています。
通行止期間中は、上流の徳万橋や下流の市姫橋へ迂回をお願いいたします。
（歩行者は専用仮橋を設置予定です）
ご不便をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願い申し上げます。

問合せ先　丹南土木事務所	鯖江丹生土木部　河川砂防課　☎34–0400　　越前町役場	建設課　☎34–8703

　
自
力
で
屋
根
な
ど
の
除
雪
が
困
難
で
、
作
業

を
業
者
に
依
頼
し
て
行
っ
た
場
合
、
補
助
金
の

対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者

高
齢
者
（
お
お
む
ね
65
歳
以
上
）
や
身
体

障
が
い
者
の
一
人
暮
ら
し
世
帯
、
高
齢
者

の
み
の
世
帯
、
母
子
世
帯
で
、
自
力
で
屋

根
な
ど
の
除
雪
が
困
難
な
世
帯

※
町
民
税
非
課
税
世
帯
に
限
り
ま
す
。

※
町
内
や
福
井
市
・
鯖
江
市
・
越
前
市
・
南

越
前
町
に
屋
根
雪
下
ろ
し
を
依
頼
で
き
る

二
親
等
以
内
の
親
族
が
い
る
世
帯
は
除
き

ま
す
。

支
援
内
容

・
住
宅
の
屋
根
雪
下
ろ
し
作
業

・
外
出
に
支
障
と
な
る
必
要
最
低
限
の
宅
地

の
除
雪
作
業

・
住
宅
に
損
傷
を
与
え
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ

る
除
雪
作
業

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
の
屋
根
雪
下
ろ
し
補
助
金
の
お
知
ら
せ

補
助
金
の
額

実
費
用
額
の
2
分
の
1
以
内
で
、
作
業
人

賃
金
は
1
時
間
あ
た
り
２
，５
０
０
円
、
一

冬
期
間
あ
た
り
2
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

　
福
祉
課　
☎
３
４‒

８
７
２
５

　
自
衛
官
候
補
生
応
募
資
格
の
一
部
が
変
更
に

な
り
ま
し
た
。

受
験
職
種

　
自
衛
官
候
補
生

　
　
一
般
（
男
・
女
）
受
験
資
格 

　
　
18
歳
以
上
〜
33
歳
未
満
の
人

受
付
期
間

　
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

誇
り
を
胸
に　
平
成
30
年
度
自
衛
官
候
補
生
募
集

問
合
せ
先

　
自
衛
隊
福
井
地
方
協
力
本
部

　
越
前
地
域
事
務
所　

　
☎
２
２‒

６
１
３
９
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地
域
の
特
色
の
あ
る
デ
ザ
イ
ン
が
入
っ
た「
地

方
版
図
柄
入
り
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
」
が
、
平

成
30
年
度
の
10
月
か
ら
交
付
開
始
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
お
車
に
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
つ

け
て
Ｐ
Ｒ
に
協
力
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

交
付
手
続
き
に
つ
い
て

　

下
記
ア
ド
レ
ス
か
ら
お
申
込
い
た
だ
く
か
、

お
近
く
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
・
整
備
工
場
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
県
自
動
車
整
備
振
興
会

　
☎
０
７
７
６‒

３
４‒

３
４
３
４

図
柄
入
り
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
で
福
井
県
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
せ
ん
か

図
柄
イ
メ
ー
ジ

交
付
手
数
料

登録自動車	 中型標板	 7,400円
	 大型標板	 11,420円
軽自動車	 	 7,990円
※カラーの場合は追加で1,000円以
上の寄付金が必要です。また、取
り付け費用は上記に含まれません。

▲上記の図柄をカラー・モノトーンから選択できます
　申込ウェブサイト（http://www.graphic-number.jp）

　
鉄
道
風
景
写
真
や
鉄
道
の
あ
る
ス
ナ
ッ
プ
写

真
な
ど
「
福
井
鉄
道
フ
ク
ラ
ム
」
を
入
れ
込
ん

だ
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
規
定

カ
ラ
ー
、
モ
ノ
ク
ロ
、
デ
ジ
タ
ル
（
銀
塩
プ
リ

ン
ト
仕
上
げ
）
と
も
4
切
ま
た
は
ワ
イ
ド
4
切

　
（
い
ず
れ
も
台
紙
不
可
、
単
写
真
の
み
）

　
※
ひ
と
り
2
点
ま
で
応
募
で
き
ま
す
。

第
2
回
「
福
井
鉄
道
フ
ク
ラ
ム
」
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

応
募
方
法

作
品
ご
と
に
タ
イ
ト
ル
、撮
影
場
所
、住
所・

氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
た
応
募
票
を
作

品
の
裏
面
に
、
上
下
が
分
か
る
よ
う
に
貼
り

つ
け
、
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切

　
平
成
31
年
1
月
31
日
㈭　
当
日
消
印
有
効

賞
・
賞
品

　
最
優
秀
賞
（
図
書
券
１
万
円
）

　
優
秀
賞
（
図
書
券
５
千
円
）
各
数
点

　
参
加
賞
あ
り

※
結
果
は
、
平
成
31
年
3
月
に
入
賞
者
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

応
募
・
問
合
せ
先

　
〒
９
１
５‒

０
０
９
６

　
福
井
県
越
前
市
瓜
生
町
５‒

１‒

１

　
福
井
県
丹
南
広
域
組
合
内

　
丹
南
広
域
公
共
交
通
機
関
活
性
化
協
議
会

　
☎
２
３‒

４
５
５
０

　
現
在
、
福
井
市
を
圏
域
の
中
心
市
と
し
て　

地
域
の
一
体
的
か
つ
持
続
的
な
発
展
を
図
る
た

め
、
11
市
町
で
「
ふ
く
い
嶺
北
連
携
中
枢
都
市

圏
」
の
制
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、公
表
す
る
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）の
内
容
は
、

ふ
く
い
嶺
北
都
市
圏
連
携
推
進
協
議
会
に
お
い

て
協
議
を
重
ね
た
も
の
で
す
が
、
よ
り
広
く
町

民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
求
め
る
た
め
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

ふ
く
い
嶺
北
連
携
中
枢
都
市
圏
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）に
関
す
る
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

公
表
の
方
法

◦
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

◦
地
域
創
生
室
、
宮
崎・越
前・織
田
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
の
閲
覧

意
見
な
ど
の
募
集
期
間

　
12
月
21
日
㈮　
午
後
5
時
ま
で

意
見
な
ど
の
提
出
方
法

「
意
見
記
入
様
式
」
に
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
な
ど
を
明
記
の
う
え
、
地
域
創
生
室

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
地
域
創
生
室　
☎
３
４‒

８
７
１
４

　

町
で
は
、
心
室
細
動
（
心
臓
の
け
い
れ
ん
）

に
よ
る
心
肺
停
止
者
の
救
助
率
の
向
上
を
図
る

た
め
、
町
が
管
理
す
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
主
に
町
民
を

対
象
と
し
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
主
催
者
に

貸
し
出
し
ま
す
。

対
象
者

町
内
で
開
か
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
競
技
や
各
種
イ

ベ
ン
ト
な
ど
の
主
催
者
（
営
利
を
目
的
と
す

る
も
の
は
除
く
）

※
イ
ベ
ン
ト
期
間
中
は
医
師
な
ど
の
医
療
従

事
者
ま
た
は
消
防
署
が
実
施
す
る
普
通
救

急
法
受
講
修
了
者
を
配
置
し
て
く
だ
さ
い
。

貸
し
出
し
台
数

　
◦
Ａ
Ｅ
Ｄ　
1
台

　
◦
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
用
Ａ
Ｅ
Ｄ　
2
台

貸
し
出
し
料　
無
料

自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す

申
込
方
法

貸
し
出
し
希
望
日
の
1
週
間
前
ま
で
に
健
康

保
険
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
健
康
保
険
課　
☎
３
４‒

８
７
１
０

　
12
月
9
日
㈰
、フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス・プ
ラ
ザ(

福

井
市
田
原)

で
「
探
そ
っ
サ
！
し
ご
と
発
見
セ

ミ
ナ
ー
」
と
「
わ
か
も
の
就
職
応
援
面
接
会
in

ふ
く
い
」
を
開
き
ま
す
。
こ
の
機
会
を
見
逃
さ

ず
積
極
的
な
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

探
そ
っ
サ
！
し
ご
と
発
見
セ
ミ
ナ
ー

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
（
午
前
9
時
30
分
開
場
）

「
福
井
が
生
ん
だ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
界
の
ス
ー
パ
ー

ス
タ
ー　
中
垣
内
祐
一
が
語
る
仕
事
の
流
儀
」

　
※
入
場
無
料
・
申
込
不
要

　
（
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
）

「
探
そ
ッ
サ
！
し
ご
と
発
見
セ
ミ
ナ
ー
」
と
「
わ
か
も
の
就
職
応
援
面
接
会
in
ふ
く
い
」
の
ご
案
内

わ
か
も
の
就
職
応
援
面
接
会
in
ふ
く
い

　
午
後
0
時
30
分
〜
3
時
30
分

　
県
内
優
良
企
業
30
社
が
参
加

※
平
成
31
年
3
月
新
規
大
学
等
卒
業
予
定
者
・

3
年
以
内
既
卒
者
、
お
お
む
ね
35
歳
未
満

の
人
を
対
象
と
し
た
就
職
面
接
会
で
す
。

問
合
せ
先

　
福
井
労
働
局
職
業
安
定
課

　
☎
０
７
７
６‒

２
６‒

８
６
０
９

　
全
国
石
油
商
業
組
合
連
合
会
と
県
石
油
商
業

組
合
で
は
、
9
月
1
日
の
防
災
の
日
か
ら
来
年

3
月
31
日
ま
で
の
間
、
非
常
時
に
備
え
て
燃
料

を
多
め
に
蓄
え
て
お
く
こ
と
を
呼
び
か
け
る

「
満
タ
ン
＆
灯
油
プ
ラ
ス
1
缶
運
動
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
に
見
ら
れ
た
よ

う
に
、
被
災
直
後
か
ら
し
ば
ら
く
の
間
は
、
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
が
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
な
ど
の

石
油
製
品
を
購
入
す
る
車
で
大
混
雑
し
、
燃
料

の
入
手
が
非
常
に
困
難
に
な
り
ま
し
た
。

　
石
油
製
品
は
非
常
食
や
飲
料
水
の
よ
う
に
簡

単
に
備
蓄
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
災
害
発

生
時
の
安
心
の
た
め
に
、
車
は
常
に
満
タ
ン
を

心
が
け
、
暖
房
用
の
灯
油
は
1
缶
余
分
に
買
い

置
く
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

「
満
タ
ン
＆
灯
油
プ
ラ
ス
1
缶
運
動
」　
～
災
害
発
生
時
の
安
心
の
た
め
に
～

問
合
せ
先

　
県
石
油
商
業
組
合

　
☎
０
７
７
６‒

３
４‒

３
１
５
１

男女共同参画・人権のとびら
認
め
合

い  男女の心をつ
なぐ

ま
ち

ひ と

　9月30日、西田中区で消防署職員を講師に招いて、男女共同参画気づき事業を行いま
した。子どもから高齢者まで約100人の区民が男女を問わず参加し、消火訓練や AED の
使い方を教えていただきました。
　参加した区民のみなさんは、災害時の担い手として迅速かつ適切に活動できるよう、日
頃忘れていた防災に関する心構えを再認識しました。

問合せ先　男女共同参画・人権室　 ☎34‒8715

男女共同参画気づき事業 in 西田中区

Vol.29

▲放水訓練の様子 ▲救命講習会の様子
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消防署からのお知らせ
I n f o r m a t i o n  f r o m  f i r e  d e p a r t m e n t

問合せ先　鯖江・丹生消防組合消防署 丹 生 分 署　☎36‒0119
 朝日分遣所　☎34‒0119
 越前分遣所　☎37‒0119
 http://www.fd-sabaenyu.jp/

ストーブによる火災にご注意を！

ストーブによる火災を防ぐための大切なポイント

　これからの季節はストーブなどの暖房器具を使用する機会が増えます。安全な取扱い方法を再確認し、
寒い時期を快適に過ごしましょう。

❶ 	ストーブの周りに燃え
やすい物を置かない

 ストーブの上部や周囲に
洗濯物を干さないでくだ
さい。気づかないうちに、
ストーブに落下し出火す
る恐れがあります。

❷ 	寝るときは必ずストーブ
を消す

 ストーブをつけたまま寝る
と、寝返りをうった際など
にストーブに布団が接触し
出火する恐れがあります。 

❸ 	給油をする際にはストーブ
を消す

 給油の際にこぼれてしまった灯
油をそのままにしておくと、引
火して火災になる恐れがありま
すので、すぐに拭き取ってくだ
さい。カートリッジタンクの口
金はきちんとしめてください。

　冬は空気が乾燥し、火災が発生しやすい季節です。普段から何気なく使用している
暖房器具ですが、「火気を取扱っている」という認識を持って安全に使用しましょう。

平成30年度 工事等発注一覧（予定価格250万円以上）  10月16日～11月15日
工　　　事　　　等　　　名 地　係 請負金額 請負業者名 主　管　課

平成30年度　越前地区ケーブルテレビ放送系機器更改工事 越前地区 38,750,400
パナソニックシステム
ソリューションズ
ジャパン㈱　北陸社

総 務 課

平成30年度　ふるさと林道厨～小曽原線法面保全工事 厨 6,507,000 ㈱四ヶ浦建設 農林水産課

平成30年度　越前町橋梁長寿命化修繕計画策定業務 朝日ほか 5,616,000 ㈱サンワコン 建 設 課

平成30年度　町道小樟城ケ谷線道路改良（災害防除）工事 小 樟 3,488,400 ㈱四ヶ浦建設 建 設 課

平成30年度　さざんか団地Ｃ棟改修工事 西 田 中 26,546,400 ㈱大生 定住促進課

平成30年度　法楽寺団地解体工事 織 田 5,855,760 丸善工務店㈱ 定住促進課

平成30年度　漁業集落排水処理施設機器修繕工事（その2） 小樟ほか 4,298,400 ㈱大生 上下水道課

平成30年度　朝日浄化センター 2系返送汚泥ピット水位計取替工事 気 比 庄 2,635,200 ㈲細川電工 上下水道課

平成30年度　熊谷浄水場ろ過設備電磁流量計取替工事 熊 谷 2,430,000 寿美工業㈱
北陸営業所 上下水道課

施　　設　　名
平成30年12月 平成31年1月

電話番号25
㈫

26
㈬

27
㈭

28
㈮

29
㈯

30
㈰

31
㈪

1
㈫

2
㈬

3
㈭

4
㈮

朝
日
地
区

福井総合植物園プラントピア × 〇 〇 × × × × × × × 〇 34–1120
道の駅「パークイン丹生ヶ丘」 × ○ ○ ○ × × × × × × × 34–2850
越前町老人福祉センター「幸若苑」 ○ ○ ○ × × × × × × × × 34–2095
糸 生 温 泉「泰 澄 の 杜」 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 34–2322

宮
崎
地
区

越 前 陶 芸 村 文 化 交 流 会 館 × ○ ○ × × × × × × × × 32–3200
福 井 県 陶 芸 館 × ○ ○ × × × × × × × × 32–2174
越 前 焼 の 館 〇 〇 〇 〇 × × × × × × 〇 32–2199
越 前 古 窯 博 物 館 × 〇 〇 × × × × × × × × 32–3262
花 み ず き 温 泉「若 竹 荘」 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × 32–2753
お も い で な フ ァ ー ム 〇 〇 〇 〇 〇 〇 午前9時～

正午 × × × × 32–3545
越前町老人憩いの家「陶寿園」 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × 32–3105

越
前
地
区

道 の 駅 「 越 前 」 × ○ ○ ○ ○ ○ 午前9時～
午後5時

午前11時～
午後5時 午前9時～午後5時 ○

37–2360越 前 温 泉 露 天 風 呂「漁 火」 × ○ ○ ○ ○ ○ 午前11時～午後5時 ○
ア ク テ ィ ブ ハ ウ ス 越 前 × ○ ○ × × × × × × × ○
越 前 が に ミ ュ ー ジ ア ム × ○ ○ ○ ○ ○ 午前10時～午後4時 ○ 37–2626

越前うおいち 1 階 売 店 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 午前9時～午後3時 ○ ○ 37–25002 階レストラン ○ ○ ○ ○ ○ ○ 午前10時～
午後3時 × 午前10時～

午後2時 ○ ○
越 前 温 泉「な ぎ さ の 湯」 × ○ ○ ○ ○ ○ × × × 午後1時

～ 8時 ○ 37–0637
越 前 温 泉「道 の 湯」 ○ × ○ × × × × × × × ○ 37–2260
越前温泉露天風呂「日本海」 ○ ○ × ○ ○ ○ 午前10時～午後9時 ○ 39–1126
越 前 岬 水 仙 ラ ン ド ○ ○ ○ ○ ○ ○ 午前10時～午後4時 ○ 37–2501
ガ レ ッ ト カ フ ェ Ｈ Ａ Ｚ Ｅ 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 37–1112
水 仙 荘 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 37–1585

織
田
地
区

織 田 文 化 歴 史 館 ○ ○ ○ × × × × × × × × 36–2288
雨 田 光 平 記 念 館 ○ ○ ○ × × × × × × × × 36–2666
オ タ イ コ ･ ヒ ル ズ ○ ○ ○ × × × × × × × ○ 36–2061
悠 久 ロ マ ン の 杜 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 36–2050

※あくまでも予定ですので、変更する場合がございます。　　※詳しくは各施設へお問合せください。

年末年始の施設営業日のお知らせ

　
朝
日
商
店
振
興
協
同
組
合
（
旧
：
朝
日
町
商

店
振
興
協
同
組
合
）
発
行
の
商
品
券
は
、
11
月

30
日
で
取
扱
い
を
終
了
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴

い
、
払
い
戻
し
手
続
き
を
行
い
ま
す
の
で
、
未

使
用
の
商
品
券
を
お
持
ち
の
人
は
、
期
限
内
に

払
い
戻
し
の
申
し
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
商
品
券

　
朝
日
町
商
品
券

　
（
５
０
０
円
券
、
１
，０
０
０
円
券
）

朝
日
商
店
振
興
協
同
組
合
商
品
券　
払
い
戻
し
の
ご
案
内

払
い
戻
し
の
申
し
出
期
間

　
12
月
20
日
㈭
〜
平
成
31
年
3
月
29
日
㈮
ま
で

　
受
付
時
間　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時 

※
上
記
期
間
内
に
申
し
出
さ
れ
な
い
場
合

は
、
本
払
い
戻
し
手
続
き
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
し
出
・
払
い
戻
し
の
方
法

　
①
持
参
の
場
合

朝
日
商
店
振
興
協
同
組
合
や
加
盟
店
に
あ

る
「
商
品
券
払
戻
申
出
書
」
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
お
手
持
ち
の
商
品
券
と

と
も
に
事
務
局
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
当

日
現
金
で
払
い
戻
し
を
し
ま
す
。

　
②
ご
郵
送
の
場
合

事
務
局
ま
で
お
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

「
商
品
券
払
戻
申
出
書
」
を
お
送
り
す
る

の
で
、
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
お

手
持
ち
の
商
品
券
と
と
も
に
ご
郵
送
く
だ

さ
い
。（
当
日
消
印
有
効
）

後
日
、
現
金
書
留
で
、
ご
負
担
い
た
だ
い

た
郵
送
代
金
と
併
せ
て
返
送
し
ま
す
。

問
合
せ
先
お
よ
び
送
付
先

　
〒
９
１
６‒

０
１
４
１

　
越
前
町
西
田
中
８‒

２
７‒

１

　
朝
日
商
店
振
興
協
同
組
合
事
務
局

　
☎
３
４‒

２
０
６
０

　
平
日
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

▲500円券

▲1,000円券
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雨
田
光
平
記
念
館
で
は
、「
工
芸
と
書
画
に
よ

る　
冬
か
ら
春
へ
」
と
題
し
て
館
蔵
品
に
よ
る

テ
ー
マ
展
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
展
示
で
は
、
冬
か
ら
春
に
か
け
て
行
わ

れ
る
季
節
の
伝
統
的
行
事
、
四
季
を
テ
ー
マ
に

し
た
作
品
を
展
示
し
、
作
家
が
季
節
の
移
り
変

わ
り
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
、
そ
の
美
し
さ
を
見

出
し
て
き
た
か
を
紹
介
し
ま
す
。

　
福
井
県
に
の
こ
る
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化

財
「
水
海
田
楽
能
舞
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
雨
田

光
平
の
書
画
と
豆
本
、
福
井
県
に
お
け
る
自
由

律
俳
句
の
第
一
人
者
、
牧
田
雨
煙
樹
の
書
の

他
、
初
冬
を
テ
ー
マ
に
し
た
越
前
町
の
現
代
作

家
に
よ
る
工
芸
作
品
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

会　
期　

　
12
月
1
日
㈯
〜
平
成
31
年
3
月
24
日
㈰

時　
間

　
午
前
10
時
〜
午
後
5
時

　
（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

雨
田
光
平
記
念
館　
初
春
の
展
示
の
お
し
ら
せ会

期
中
の
休
館
日　

　
毎
週
月
曜
日

（
12
月
24
日
、
1
月
14
日
、
2
月
11
日
は
祝

日
、
振
替
休
日
の
た
め
開
館
し
ま
す
）

　
12
月
25
日
㈫
、
1
月
15
日
㈫
、
2
月
12
日
㈫

年
末
年
始

　
12
月
28
日
㈮
〜
1
月
4
日
㈮

※
年
末
年
始
は
、
織
田
文
化
歴
史
館
も
同
様

に
休
館
い
た
し
ま
す
。

観
覧
料

　
個
　
人　
１
０
０
円

　
団
　
体
　（
20
人
以
上
）　
2
割
引

　
共
通
券　
２
０
０
円
（
文
化
歴
史
館
共
通
）

※
中
学
生
以
下
、
70
歳
以
上
の
人
は
、
無
料

で
す
。

入
館
の
際
、
受
付
で
お
申
し
出
の
上
、
年

齢
の
わ
か
る
も
の
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
雨
田
光
平
記
念
館　
☎
３
６‒

２
６
６
６

使用しているイラストは渡辺直美、星野源とコラボした注目の人気イラストレーター
「N

ノ ン チ ェ リ ー
ONCEREEE」が越前焼キャンペーン限定に描きおろしたイラストです。

町内飲食店「越前焼」購入費補助制度のご案内
　町内での越前焼の利用促進を図るため、町内に事業所を有する旅館業または飲食業の事業者が、
事業用として越前焼の食器を購入する場合、購入費の2分の1（限度額10万円）を補助します。

※購入する前に越前焼工業協同組合で補助金の交付申請を行ってください。
※補助金の交付は、越前焼工業協同組合の代理受領により、越前焼を購入する際、補助相当額を控除します。

問合せ先　商工観光課　☎34–8720

■補助対象者 越前焼の食器などを事業用として購入する
旅館業、飲食業を営業する事業者

■補助金の額 購入費用の2分の1（限度額10万円）
※補助金の交付は、1事業者につき年度内1回限り

■補助対象食器 越前焼工業協同組合で購入する以下の食器など
◦湯飲み、飯椀または丼、猪口、ビールジョッキなど
　（5個以上）
◦急須、銚子など（3個以上）
◦コーヒーカップ（5セット以上）
◦料理用盛りつけ皿など（3枚以上）
◦その他食器類（申請時にご相談ください）　
※調理・保存・観賞用のものは対象外

広報 えちぜん17 平成30年12月号
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三歳の瞳の中の青い海	 嶋田富士雄
心澄む嫁の一声生きる幸	 笹下　利行川 柳

12月の休館日　3・10・17・25・28 〜 1月4日　　開館時間　午前9時 〜午後5時（最終入館は午後4時30分）

越前陶芸村文化交流会館を楽しもう！　12月のイベント情報

問合せ先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎32‒3200

陶　と「小枝で作ろう！
クリスマス  スワッグ（壁飾り）」

と　花
　凛とした立ち姿と薫り高さ。
　「越前水仙」は日本の三大水仙群生地の一つとして選ばれている越前町、そして福井県
が誇る冬の花です。その水仙とともに福井県を代表する「越前焼」。越前焼の花器に水仙
を活けるこの展示会は、越前焼と水仙の素朴な中にもお互いの秘める想いが溢れ芳香漂う、
華やかな展示会です。

会　期　12月15日（土）～ 27日（木）
休館日　17日・25日
時　間　午前9時～午後5時
　　　　（最終入館は午後4時30分）
場　所　越前陶芸村
　　　　文化交流会館ロビー
入館料　無料

【展示作品はご購入いただけます】

越前陶芸村文化交流会館　
冬の企画展示
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　第44回越前海岸水仙まつりが12月15日から翌年1月21日ま
で開催されます。
　期間中、町ではスタンプラリーや福井カメラ女子の会 会長 
寺下ユンさんによる「インスタ映えワンポイントカメラ講座」、

「学芸員による水仙ガイド」などを実施します。

水仙娘を探せ！スタンプラリー

水仙クイズラリー

ガレットカフェ HAZE とのコラボメニュー
「Narcisse（ナルキッソス）」販売

インスタ映えワンポイントカメラ講座

対象施設やイベント会場を巡ってスタンプを
押印し、3か所分のスタンプを集めて郵送し
てください。
越前水仙をはじめ水仙娘キャラクターグッズ
などを50人に抽選でプレゼントします。

期　間　12月15日（土）～ 1月21日（月）

学芸員による水仙ガイド
日　時	 12月16日（日）・23日（日）・30日（日）

1月6日（日）各日午後1時30分～
（30分程度）

内　容	 植物の専門家による水仙ガイド
料　金	 無料
場　所	 越前岬水仙ランド

期　　間	 12月15日（土）～ 1月21日（月）
まで

場　　所	 越前岬水仙ランド
参加特典	 粗品プレゼント

福井カメラ女子の会　会長　寺下ユンさんによる撮影講座

日　時　12月16日（日）	（事前の予約が必要です）
料　金　2,000円
　　　　（ガレットカフェHAZEのクレープ＆ドリンク付）
場　所　越前岬水仙ランド

インスタ投稿でプチプレゼント進呈
撮影した写真に「#越前海岸水仙まつり」
をつけて Instagramに投稿し、画面を越
前岬水仙ランド、道の駅越前観光案内所
の窓口スタッフに投稿した画面を掲示。

内　容	 レモンのコンフィと
	 ヨーグルトのムース

価　格	 750円（税込）
期　間	 12月15日（土）～
	 1月21日（月）の
 期間予定

場　所　ガレットカフェHAZE

問合せ先
越前町観光連盟　☎37–1234

道の駅越前でプチ特産プレゼント
期　間	 12月15日（土）・16日（日）・22日（土）・23日（日）・

24日（月）

	 1月5日（土）・6日（日）・12日（土）・13日（日）・
14日（月）

内　容	 道の駅越前でアンケートまたはクイズに答えて
プチ特産品を当てよう！

場　所	 道の駅「越前」

水仙と越前花器の甘いささやき2018
　「スワッグ」とはドイツ語で「壁飾り」
を意味します。今回は小枝に毛糸や綿、
カラフルなマスキングテープなど、色々
な素材を使ってクリスマスらしい作品
に仕上げます。

会　期　12月16日（日）
時　間　午後1時30分～
場　所　越前陶芸村　文化交流会館ロビー
参加費　800円
定　員　10人
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LET'S
レ ッ ツ

つるかめ

以心伝心会話なくても夫婦です	 松村　典子
飾らない会話途切れて夕暮れる	 武藤　久子川 柳 澄む小川小魚たちの遊園地	 富田コズエ

澄み切った空の下にもある悲劇	 渡辺　照子川 柳

　つるかめ教室は、町が独自の健康づくり、介護予
防を目的とした体操を行っています。また、4地区の
在宅介護支援センターの運動指導員や管理栄養士が
行っているものもあります。今回は、在宅介護支援
センターのつるかめ教室をご紹介します。誰でも気
軽に参加できますので、ぜひお越しください。

問合せ先　地域包括支援センター　☎34–8729

◉トマトとナスのチーズ焼き
◉鯛のアラ煮　　　　　◉そうめん
◉カボチャのサラダ　　◉バナナのアイス
◉ごぼう茶

8月のメニュー

　朝日地区のつるかめ教室では、普段は体操を中心に行っ
ています。また、年3回管理栄養士さんを講師として調理
実習を行う栄養教室も開いています。普段はあまり料理
をしない男性の参加者も、教室では張り切って調理に挑
戦していました。

朝日地区

　織田地区では、若い参加者が多いこと
もあり、4地区の中で一番ハードな内容に
なっています。ハードな内容にもかかわら
ず、みなさん元気にバランスマットやゴム
チューブを使った体操をしていました。

織田地区

　宮崎地区では、つるかめ体操に加えて、ヨガ
の動きを取り入れた体操やバランスマット・ゴ
ムチューブを使った体操などバリエーション豊
富な教室で、あっという間に1時間30分がたっ
てしまいました。

宮崎地区

内　　　　　容 日　　　　　時 場　　　　　所

朝
日

つるかめ体操
下肢筋力アップ訓練 毎週火曜日　午後1時30分～ 3時 朝日保健センター

宮
崎

つるかめ体操
チューブ体操 毎週木曜日　午後1時30分～ 3時 宮崎コミュニティセンター

越
前

つるかめ体操
下肢筋力アップ訓練 毎週火曜日　午後1時～ 2時30分 越前コミュニティセンター

つるかめ体操
レクリエーションなど 毎週金曜日　午後2時～ 3時 越前地域福祉センター

（なぎさの湯）

織
田

つるかめ体操
下肢筋力アップ訓練 毎週金曜日　午後1時30分～ 3時 織田コミュニティセンター

　越前地区は、マット体操を中心に心と体を伸ばすこと
を重点的におこなっています。マット体操以外にも足指
体操や耳・手のひらマッサージ、脳トレなどを取り入れ、
和気あいあいと楽しまれていました。

越前地区
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会話から心の刺が抜けてゆく	 司辻　文子
ありがたい澄んだ空気を吸える朝	 向当みつ子川 柳 雨上がり澄んだお空に昼の月	 山内　千代

わだかまり解けて心が澄んでくる	 山谷　ゆり川 柳広報 えちぜん23 平成30年12月号

第13回越前町図書館本の帯コンクール図書館だ
より

問合せ先
町立図書館		☎34–0395　越 前 分 館		☎37–7713
宮 崎 分 館		☎32–7713　織 田 分 館		☎36–2288

A word from the international arena...

Vol.143
国際交流室から一言

福岡県みやま市を訪問しました

問合せ先　越前町国際交流協会（国際交流室内）　☎34‒8713

　11月2日から4日まで、町内の小学生15人が福岡県みやま市を訪問
し、児童交流を行いました。この交流は、平成6年に福岡県みやま市（旧
瀬高町）と本町（旧朝日町）が「幸若舞」のつながりで姉妹町縁組を
結んだことをきっかけに、毎年、児童の訪問交流を行っているものです。
　みやま市では、幸若舞鑑賞や幸若舞が奉納される舞堂の見学をはじ
め、みやま市特産のみかん狩り体験や花火づくり体験、ウォークラリー
など様々な活動をとおして交流しました。
　その中でも、清水山の寺院や史跡を巡るウォークラリーでは、両市
町の児童が混合の班で協力しあい、ポイント巡りやクイズに取り組み
ました。最初は緊張した表情だった児童たちも交流が進む中で、打ち
解けあい、新しい友達との楽しい時間を過ごすことができました。
　最終日の JR 瀬高駅から出発の際には、見送りに来てくれたみやま市
のみなさんに、笑顔でお別れしました。かけがえのない友達ができた
交流となりました。
　来年1月には、みやま市の児童訪問団が冬の越前町を体験するため
に来町します。今度は、越前町の児童が案内役となり、みやま市の友
達を迎え、さらに友情を深める予定です。

▲幸若舞の舞堂へ行きました

▲ウォークラリーでの様子

　町内の小学3年生～中学2年生まで募集したところ、950点の応募がありました。
　審査の結果、次のみなさんが優秀賞に選ばれました。　　　　　　　　　　　　　

優秀作品は、各図書館で次の期間、巡回展示します。

展示期間
12月 1 日（土）～11日（火）　越 前 分 館
12月15日（土）～24日（月）　町立図書館
	1 月 5 日（土）～14日（月）　宮 崎 分 館
	1 月19日（土）～29日（火）　織 田 分 館

（順不同・敬称略）
学　　年 氏　　名 学　校　名

小学校3年生

赤松　海音 朝日小学校
藤井　希帆 朝日小学校
山本　紗矢 宮崎小学校
小山　珠綾 宮崎小学校
佐々木敦也 萩野小学校

小学校4年生

塚本　彩花 朝日小学校
藤﨑　万葉 朝日小学校
松木　唯花 朝日小学校
宮川　蒼介 朝日小学校
鈴木　花梨 宮崎小学校
橋本　和沙 宮崎小学校

小学校5年生

牧野　月歩 朝日小学校
安原　日彩 糸生小学校
福嶋　美紅 宮崎小学校
上坂　碧衣 織田小学校
佐々木大悟 萩野小学校

学　　年 氏　　名 学　校　名

小学校6年生

青木　美咲 朝日小学校
丹羽　勇帆 朝日小学校
月田　陽和 朝日小学校
武内　映都 朝日小学校
伊部　愛唯 萩野小学校

中学校1年生

中山　璃子 朝日中学校
古川　心結 宮崎中学校
別司帆乃花 越前中学校
堀　　愛弥 越前中学校
泉　　初音 織田中学校

中学校2年生
後藤　麗華 朝日中学校
小林　和奏 朝日中学校
山田　竣太 宮崎中学校

町立図書館で所蔵していた雑誌などを無償提供します。
期　　間　12月15日（土）～24日（月）
場　　所　町立図書館カウンター前
提供雑誌　平成28年4月号～平成29年3月号の
　　　　　オレンジページ、クーヨンなど　

無料古本市のご案内

こころとからだのカレンダー

♠休日当番医
12月 2 日㈰ 伊部病院 ☎34–0220
12月 9 日㈰ 藤田医院 ☎34–0044
12月16日㈰ 橘医院 ☎36–0015
12月23日㈰ 両林医院 ☎37–0005
12月24日㈪ 織田病院 ☎36–1000
12月29日㈯ 藤田医院 ☎34–0044
12月30日㈰ 織田病院 ☎36–1000
12月31日㈪ 織田病院 ☎36–1000

♥離乳食教室（予約制）
12月 4 日㈫ 午前 9 時30分～正午 織田コミュニティセンター

♥3歳児健診
12月13日㈭ 午後 1 時～ 4 時 織田コミュニティセンター

♥2歳児歯科健診
12月18日㈫ 午後 1 時～ 4 時 織田コミュニティセンター

♥マタニティスクール（予約制）
12月 9 日㈰ 午前 9 時30分～正午 越前町生涯学習センター

♥助産師さんとの座談会（予約制）
12月12日㈬ 午前 9 時30分～正午 越前町生涯学習センター

健診※ 肺がん 胃がん 乳がん 子宮頸がん

12月16日㈰ サンライズ織田
午前8時30分～午前11時 ● ● ● ●
午前9時～午前10時 ●

	※　肝炎検査・ピロリ菌検査・前立腺がん検診もあわせて実施。	

♠集団健診日程（予約制）

♦介護おはなし会
12月20日㈭ 午後 1 時～ 3 時 織田コミュニティセンター

♠健康チャレンジポイント交換
12月16日㈰ 午前 9 時～ 11時 サンライズ織田

♦わいわい広場（子育てサロンのお部屋開放）
毎週水、金曜日　子育てサロンの後　午後 2 時まで 社会福祉センター
第1 ～ 4土曜日　午前 9 時30分～午後 2 時まで 社会福祉センター

♦子育てサロン
毎週水、金 午前 9 時30分～ 11時30分 社会福祉センター

♦くらしの困りごと相談会
12月 4 日㈫

午後 1 時～ 4 時

宮崎コミュニティセンター
12月11日㈫ 社会福祉センター
12月18日㈫ 越前地域福祉センター
12月25日㈫ 織田コミュニティセンター

問合せ先 ♠健康保険課 ☎34‒8710
 ♥子育て世代包括支援センター ☎34‒8821
 ♦越前町社会福祉協議会 ☎34‒2388

♠心をいやす相談会（予約制）
12月25日㈫ 午前 9 時30分～正午 朝日保健センター（朝寿殿）

問合せ先　子育て世代包括支援センター　☎34–8821

　10月14日、織田コミュニティセンターでマタニティ教室を開きました。
　妊婦体験、赤ちゃん人形抱っこ体験の後に、助産師による妊娠後期、分娩、
出産準備についてのお話、沐浴模擬体験を行いました。管理栄養士による
栄養バランスが整った美味しいランチを食べながら、食事についてのお話
もありました。

　次回のマタニティ教室は、今年度最終
となり、12月9日（日）に越前町生涯学
習センターで実施予定です。

マタニティ教室を紹介します
子育て世代包括支援センターだより
│

│

│
├ ├

├

★	参加した夫が積極的に楽しんで学んでいました。 今後、

夫にも育児に関わってもらえると思い、 心境的にも楽に

なった気がします。

★	分かりやすくお話ししてくださって良かったです。

	 ランチも美味しかったです。

★参加者からの声★

今回のマタニ
ティランチは

可愛いBOX
に詰めて

提供しました
★
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広報えちぜんは
「マチイロ」で配信中

腹の虫納まらなくてする手揉み	 原　　榮子
スーパーでおいしい会話買ってくる	 木下百合子川 柳 広報 えちぜん 24平成30年12月号広報 えちぜん25 平成30年12月号

保育所（園） 実　施　日 電話番号

朝 日 西 保 育 所 12月 5 日（水） 34–5602

朝 日 南 保 育 所 12月18日（火） 34–1614

あ さ ひ 保 育 所 12月18日（火） 34–0081

あ さ が お 保 育 園 12月11日（火） 34–1110

宮 崎 中 央 保 育 所 12月 3 日（月） 32–2067

小 曽 原 保 育 所 12月25日（火） 32–2039

陶 の 谷 保 育 所 毎 日 午 前 中 32–3014

西 徳 寺 保 育 園 要 問 合 せ 37–1354

四 ヶ 浦 保 育 園 毎 日 午 前 中 37–0305

織 田 保 育 所 毎 日 午 前 中 36–0160

は ぎ の 保 育 園 毎 日 午 前 中 36–0396

た い ら 保 育 園 毎 日 午 前 中 36–0251

※内容などは、各保育所（園）にお問い合わせください。

（
敬
称
略
、
11
月
15
日
現
在
）

（
11
月
15
日
現
在
）

人口と世帯
（10月1日現在）

　
こ
の
写
真
は
、
越
前
が
に
漁
が
解
禁
さ
れ
た

6
日
に
越
前
漁
港
で
行
わ
れ
た
初
競
り
で
最
高

級
ブ
ラ
ン
ド
「
極
」
が
競
り
に
か
け
ら
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
Ｇ
Ｉ
登
録
元
年
と
も
い
え
る
今
年
、
初
め
て

水
揚
げ
さ
れ
た
こ
の
「
極
」
は
、
甲
羅
幅
が
19
．

７
㎝
も
あ
り
、
県
基
準
の
甲
羅
幅
14
．5
㎝
か

ら
5
㎝
も
大
き
い
も
の
で
し
た
。
競
り
人
が
掲

げ
る
と
周
り
か
ら
「
お
ー
」
と
い
う
感
嘆
の
声

が
上
が
り
、
マ
ス
コ
ミ
の
カ
メ
ラ
か
ら
は
一
斉

に
フ
ラ
ッ
シ
ュ
が
た
か
れ
ま
し
た
。
い
ざ
、
競

り
に
か
け
ら
れ
る
と
、
あ
っ
と
い
う
間
に
35
万

円
と
い
う
高
値
が
つ
き
ま
し
た
。

　

表
紙
の
四
字
熟
語
「
威
風
堂
々
」
は
、
威
厳

に
満
ち
あ
ふ
れ
て
立
派
な
様
子
や
気
勢
が
非
常

に
盛
ん
な
こ
と
を
表
す
言
葉
で
す
。
カ
ニ
の
王
様

「
極
」
の
存
在
感
と
初
競
り
に
臨
む
仲
買
人
や
漁

協
関
係
者
、
マ
ス
コ
ミ
、
見
物
に
来
た
大
勢
の

人
な
ど
初
競
り
の
勢
い
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

人　口	 21,728人

　男	 10,561人
　女	 11,167人
世帯数	 7,274戸

（前月より2人減）

なかよしひろば（園開放）

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

新
し
い
家
族
で
す

お
く
や
み

表
紙
の
写
真

西
田
中	

飛と
び

田た　

爽さ
わ

斗と

（
浩
平
、
男
）

朝　

日	

堀ほ
り

田た　
　

杏
あ
ん
ず（

翼
、
女
）

気
比
庄	

榎え

波な
み　

夢ゆ
う

叶と

（
将
悟
、
男
）

小　

倉	

久く

保ぼ　

優ゆ

月づ
き

（
裕
哉
、
男
）

古　

屋	

寺て
ら　

彩い

良ろ

花は

（
光
男
、
女
）

樫　

津	

小こ

柳や
な
ぎ

真ま

那な

斗と

（
辰
晃
、
男
）

梅　

浦	

牧ま
き

田だ　

亘こ
う

輔す
け

（
義
之
、
男
）

新　

保	

新あ
ら

井い　

友ゆ

理り

（
達
也
、
女
）

高　

佐	

渡わ
た

邉な
べ　

瑠る

華か

（
翔
太
、
女
）

　

東	

栗く
り

原は
ら　

拓た
く

誠ま

（
宏
輔
、
男
）

三　

崎	

河か
わ

上か
み　

桃も
も

夏か

（
明
亨
、
女
）

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
66

―
古
墳 

編
―

※番組は予告なく変更されることがあります
ので、ご了承ください。

問合せ先　丹南ケーブルテレビ㈱
　　　　　番組制作課　☎51–0101

12月の越前町関連の番組放送予定
たんなんスマイルＴＶ（デジタル091ch）

※町公式動画チャンネルで、「いきいき情報局」
を放送開始日から同時配信中！

	 バックナンバーを含め、いつでも「いきい
き情報局」がご覧いただけます。

■ 「越前町いきいき情報局」
①7：55～　②12：55～
③19：55～　毎日5分間放送中！

越前町学校給食センターについて
【放送中～12月7日㈮】

第44回水仙まつり開催
【12月8日㈯～12月31日㈪】

丹 南 ケ ー ブ ル テ レ ビ ガ イ ド
知ってる人が

出演してるかも？

■ 「Jr.+（ジュニアプラス）」
GO ! GO ! 部活動
丹生高校 硬式野球部

【12月8日㈯～12月14日㈮】

■「丹南キッズ〜ことばのタイムカプセル〜」
はぎの保育園①

【12月1日㈯～12月7日㈮】

はぎの保育園②
【12月8日㈯～12月14日㈮】

学芸員 H

Ｅ子

Ｅ
子 

特
別
展
示　

幕
末
・
明
治
の
越
前
町
が
終
わ
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
ね
。

学
Ｈ 

お
か
げ
さ
ま
で
、多
く
の
人
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
は
私
が
古
墳
の
ご

案
内
を
し
ま
し
ょ
う
。

古
墳
公
園
に
到
着
す
る
。

Ｅ
子 

い
つ
も
近
く
は
通
っ
て
い
ま
す
が
、は
じ
め
て
来
ま
す
。

学
Ｈ 

そ
う
で
す
か
。
こ
こ
は
県
内
有
数
の
朝
日
山
と
い
う

古
墳
群
で
、昭
和
31
年
に
県
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
昭
和
50
年
に
は
古
墳
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ

ま
し
た（
写
真
1
）。
公
園
の
中
だ
け
で
も
50
基
以
上

の
古
墳
が
あ
り
ま
す
。

Ｅ
子 

そ
ん
な
に
、
た
く
さ
ん
も
！

古
墳
っ
て
、お
墓
で
す
よ
ね
。

学
Ｈ 

は
い
。
古
墳
時
代
と
い
う
時

代
に
生
き
て
い
た
人
達
の
墓

で
す
。
古
墳
時
代
は
一
般
的

に
3
世
紀
か
ら
7
世
紀
く
ら

い
ま
で
で
、
約
４
０
０
年
と

長
い
時
代
に
な
り
ま
す
。

Ｅ
子 

歴
史
の
教
科
書
に
出
て
く
る
の
は
巨
大
な
も
の
で
す

よ
ね
。

学
Ｈ 

朝
日
山
古
墳
群
の
古
墳
は
小
さ
い
も
の
で
5
、
6
ｍ
、

大
き
い
も
の
で
70
ｍ
を
超
え
ま
す
。

Ｅ
子 

大
き
さ
が
、ぜ
ん
ぜ
ん
違
い
ま
す
ね
。大
き
い
ほ
ど
権

力
者
な
ん
で
す
か
？

学
Ｈ 

一
般
的
に
は
、そ
う
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。権
力
者
で

あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、お
墓
を
大
き
く
す
る
と
い
う
の
は
、

歴
史
が
証
明
し
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
と
か
。

学
Ｈ 

そ
う
で
す
ね
。大
阪
府
堺
市
に
あ
る
大
山
古
墳
は
、全

長
５
０
０
ｍ
を
超
え
る
巨
大
な
も
の
で
す
。
福
井
で

一
番
大
き
い
古
墳
は
１
４
０
ｍ
く
ら
い
で
す
の
で
、圧

倒
的
な
差
が
あ
り
ま
す
。

Ｅ
子 

70
ｍ
だ
と
7
分
の
1
で
す
か
。

学
Ｈ 

そ
れ
で
も
大
き
い
の
で
、驚
き
ま
す
よ
。

古
墳
公
園
の
森
の
中
を
進
む
。

学
Ｈ 

正
面
が
古
墳
で
す
。
前
方
後

円
墳
と
い
う
形
の
も
の
で
、

こ
こ
か
ら
は
円
の
部
分
が
見

え
て
い
ま
す（
写
真
2
）。

Ｅ
子 

た
だ
の
、
ぽ
っ
こ
り
と
し
た

山
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

学
Ｈ 

70
ｍ
で
も
大
き
い
で
し
ょ
う
。

Ｅ
子 

び
っ
く
り
で
す
。

学
Ｈ 

指
定
名
は
、経

き
ょ
う

ヶが

塚づ
か

古
墳
で
す
。先
ほ
ど
言
っ
た
よ
う

に
前
方
後
円
墳
と
い
っ
て
、鍵
穴
の
よ
う
な
形
を
し
て

い
ま
す
。

Ｅ
子 

な
ぜ
、こ
ん
な
形
な
ん
で
す
か
？

学
Ｈ 

簡
単
に
は
答
え
ら
れ
な
い
難
し
い
質
問
で
す
ね
。
ひ

と
言
で
い
え
ば
、
当
時
の
大
和（
奈
良
県
）
に
都
み
た

い
な
も
の
が
で
き
て
、そ
こ
で
生
み
出
さ
れ
た
墓
の
形

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
全
国
に
広
が
っ
た
と

み
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

卑ひ

弥み

呼こ

で
す
か
！

学
Ｈ 

そ
う
で
す
ね
。
卑
弥
呼
と
い
え
ば
3
世
紀
の
人
で
す

か
ら
、最
初
の
前
方
後
円
墳
が
造
ら
れ
る
時
期
と
合
い

ま
す
。
卑
弥
呼
や
そ
の
先
祖
の
政
権
が
生
み
出
し
た

お
墓
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

Ｅ
子 

卑
弥
呼
が
い
た
邪
馬
台
国
と
い
う
の
は
、ど
こ
に
あ
る
か

分
か
ら
な
い
ん
で
す
よ
ね
。古
代
の
ロ
マ
ン
を
感
じ
ま
す
。

学
Ｈ 

全
国
１
０
０
か
所
以
上
が
、自
分
の
と
こ
ろ
が
邪
馬
台

国
だ
と
主
張
し
て
い
て
、町
お
こ
し
を
し
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

九
州
説
、大
和
説
が
有
名
で
す
よ
ね
。

学
Ｈ 

福
井
県
に
は
二
か
所
あ
り
ま
す
。

Ｅ
子 

そ
う
な
ん
で
す
か
。越
前
町
に
は
な
い
ん
で
す
か
。

学
Ｈ 

さ
ぁ
、ど
う
で
し
ょ
う
。Ｅ
子
さ
ん
、調
べ
て
み
て
は
、

い
か
が
で
す
か
。

Ｅ
子 

は
い
。興
味
は
あ
り
ま
す
。

経
ヶ
塚
古
墳
の
頂
上
に
立
つ
。

学
Ｈ 

さ
て
、経
ヶ
塚
古
墳
の
頂
上
で
す
。

Ｅ
子 

丸
く
見
え
ま
す
ね
。

学
Ｈ 

詳
し
く
は
次
回
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
早
い
も
の
で
今
年
も
あ
と
1
か
月
と
な
り
ま

し
た
。ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
12
月
は
、

い
た
る
と
こ
ろ
で
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
点
灯

さ
れ
て
い
ま
す
。
㈱
福
井
村
田
製
作
所
宮
崎
工

場
で
は
、
12
月
9
日
㈰
ま
で
工
場
内
に
設
置
し

た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
一
般
公
開
し
て
い
る

そ
う
で
す
。
時
間
は
午
後
6
時
〜
8
時
ま
で
の

2
時
間
で
す
。

　
寒
い
時
期
に
な
る
の
で
、
た
く
さ
ん
着
込
ん

で
子
ど
も
た
ち
と
見
に
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。

編
集
後
記

西
田
中	

松
村　
　

肇
さ
ん
（
88
歳
）

佐
々
生	

宮
川
友
希
乃
さ
ん
（
16
歳
）

気
比
庄	

中
嶋　

秋
藏
さ
ん
（
83
歳
）

田　

中	

小
林
つ
や
子
さ
ん
（
84
歳
）

田　

中	

橋
本　

保
夫
さ
ん
（
82
歳
）

天　

王	

内
藤
美
智
子
さ
ん
（
98
歳
）

金　

谷	

吉
田
喜
三
郎
さ
ん
（
94
歳
）

茱　

原	

爲
國　
　

茂
さ
ん
（
96
歳
）

小　

倉	

野
嶋　

就
子
さ
ん
（
73
歳
）

下
糸
生	

渡
邉　

芳
里
さ
ん
（
97
歳
）

小
曽
原	

片
山　
　

衛
さ
ん
（
82
歳
）

樫　

津	

山
口　
　

學
さ
ん
（
67
歳
）

小　

樟	

鈴
木　

智
子
さ
ん
（
90
歳
）

　

厨	

尾
岸
テ
ル
子
さ
ん
（
85
歳
）

高　

佐	

仲
間　

コ
マ
さ
ん
（
95
歳
）

平　

等	

上
坂
久
太
郎
さ
ん
（
83
歳
）

桜　

谷	

渡
辺　

邦
彦
さ
ん
（
65
歳
）

笈　

松	

岩
谷
ス
ミ
子
さ
ん
（
92
歳
）

▲写真1

▲写真2



マ
イ
ナ
ち
ゃ
ん
の　
　

  

ポ
イ
ン
ト

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、

も
う
作
ら
れ
ま
し
た
か
？

　

2
月
か
ら
受
付
が
始
ま
る
確
定
申
告
の

際
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
入
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
ｅ–

Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
る
電
子

申
告
を
さ
れ
る
場
合
は
、
署
名
用
電
子
証

明
書
を
格
納
し
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

が
必
要
で
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
申
請
か
ら

受
け
取
り
ま
で
に
1
か
月
～
2
か
月
か
か

り
ま
す
の
で
、
ｅ–

Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
の

場
合
は
、
早
め
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
の
選
べ
る

３
つ
の
プ
ラ
ン

町
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
の
た
め
に
、
今
月
か
ら
新
た
な
申
請
方
式
で
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

ふ
ら
っ
と
プ
ラ
ン

（
交
付
時
来
庁
方
式
）

お
く
っ
て
プ
ラ
ン

（
申
請
時
来
庁
方
式
）

き
と
っ
け
プ
ラ
ン

（
企
業
一
括
申
請
方
式
）

　

役
場
に
用
事
で
来
ら
れ
た
時
や
、
集
団

検
診
会
場
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
な
ど
で
、
ふ

ら
っ
と
立
ち
寄
っ
て
申
請
が
で
き
ま
す
。

　

後
日
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
渡

し
す
る
際
に
、
本
人
確
認
書
類
の
写
し
を

提
出
、
暗
証
番
号
の
設
定
、
印
鑑
登
録
の

引
き
継
ぎ
な
ど
の
お
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

※
申
請
の
際
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知

カ
ー
ド
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

申
請
の
際
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー

ド
、
本
人
確
認
書
類
の
写
し
、
暗
証
番
号

設
定
依
頼
書
、
印
鑑
登
録
証
や
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
な
ど
申
請
に
必
要
な
も
の
を

す
べ
て
ご
提
出
い
た
だ
き
ま
す
。

　

後
日
、
役
場
か
ら
ご
自
宅
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
『
本
人
限
定
受
取
郵
便
』

で
お
送
り
し
ま
す
。

　

役
場
職
員
が
、
町
内
の
企
業
や
団
体
の

指
定
す
る
場
所
に
出
向
き
、
申
請
を
一
括

で
取
り
ま
と
め
ま
す
。
で
き
あ
が
っ
た
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
指
定
の
場
所
に

持
参
、
ま
た
は
ご
自
宅
に
『
本
人
限
定
受

取
郵
便
』
で
お
送
り
し
ま
す
。

　

申
請
の
受
付
に
は
、
一
定
の
条
件
が
あ

り
ま
す
が
、
町
内
に
住
所
が
あ
る
人
だ
け

で
は
な
く
、
町
外
に
住
所
が
あ
る
人
の
申

請
も
取
り
ま
と
め
ま
す
。

ワン

マイナンバーカードは、
役場に取りに来ていた
だきます

マイナンバーカードは、
ご自宅に郵送します

住民環境課職員が、
職場などの指定の
場所にお伺いします

上記のどの申請をされる場合でも、希望があれば申請に必要な顔写真の撮影を行います。

マイナンバーカードの休日交付窓口のご案内
ちなみに…
マイナちゃんは、
ユーチューブでも
活躍中です。

今月のマイナンバーカード休日交付窓口は、12月23日（日）です。
ご予約は、21日（金）までに住民環境課（☎34–8708）へお願いします。

問合せ先　住民環境課　☎34–8708※イラスト出典元　地方公共団体情報システム機構

●
顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書
と

し
て
利
用
で
き
ま
す
。
有
効
期

限
は
、10
年（
20
歳
未
満
は
5
年
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交付できる証明書

◦住民票の写し（謄抄本）
◦戸籍（謄抄本）
◦戸籍の附票（謄抄本）
◦印鑑登録証明書
◦所得証明などの税証明書

交付できる店舗（主なもの）

◦セブン－イレブン
◦ファミリーマート
◦平和堂（営業時間のみ）
◦ローソン　　　	など
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地域おこし協力隊
大谷君の

それいけ！越前探検隊 ローカルクリエイターズ～COCOCREW～、
富山へ視察研修！act.7

s o r e i k e !  e c h i z e n  t a n k e n t a i !

感謝の心で「いただきます」
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大豆油インキで印刷しています
再生紙を使用しています
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町ホームページ
http://www.town.echizen.fukui.jp
過去の広報えちぜんも
町ホームページでご覧いただけます。

（携帯電話用）

町ホームページQRコード 町公式動画チャンネルQRコード

（スマートフォン用） （スマートフォン用）

織田保育所
～食育編～

No.20すくすく通信すくすく通信

　こんにちは。地域おこし協力隊の大谷です。「ローカルクリエイターズ～COCOCREW～」この名前は
もう覚えていただけたでしょうか。そうです。今年3月に新たに発足した、越前町若者移住促進プロジェク
トチームの愛称です。みなさん、覚えてくださいね。そんなチームで10月13日に、富山県高岡市と氷見市
に視察研修に行ってきました。高岡市では古い建物を改築した「山町ヴァレー」と「はんぶんこ」を見学、
氷見市では移住検討者の交流拠点となっている「まちのタマル場」にて、行っている取り組みなどについて
お話を伺いました。この1年ほどで開業するために移住してくる若者が急に増えた氷見市。そのきっかけは
若者が中心になってイベントを開催し、移住しても楽しい仲間がいる雰囲気が生まれたからではないかと
言っていました。このチームも楽しく活動することで、若者が来たいと思えるまちにしたいと思いました。

もち米作り体験 旬の食材でクッキング 野菜の栽培
田植え

稲刈り

よもぎパン
ケーキ作り

ファミリー
レストラン

採れたもち米で
もちつき会

何本
取れたかな

改築した建物にテ
ナントが入って

いる「山町ヴァレ
ー」。道路側が

ガラス張りになっ
ており、通りが

かった人が立ち寄
りやすい設計に

なっていました！

時間制の使用料で工作機械を使える
「はんぶんこ」。見学に行った時も利
用者がいて、自分の手でものを作る
文化が生活の一部になっていて素敵
だと感じました。

「まちのタマル場」では氷見市での取り組みのお話を伺いました。話に熱が入り、気づいたら予定時間を30分もオーバーしてしまいました。

・生き物の尊い命やエネルギーを美味しく頂きます。
・食事が出来るまでに関わってくれた人への感謝をこめています。

採れた夏野菜で
カレー作り


